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（１）

■
図
書
室
の
つ
ど
い

　

毎
月
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
文
学
・

社
会
科
学
・
自
然
科
学
・
時
事
問
題
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
本
を
と
り
あ

げ
、
著
者
に
来
て
い
た
だ
き
お
話
を
聞

く
催
し
で
す
。

　

著
者
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と
で
そ
の

テ
ー
マ
・
課
題
へ
の
関
心
や
理
解
が
よ

り
一
層
深
ま
り
ま
す
。

　

市
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体

が
発
行
し
て
い
る
チ
ラ
シ
・
冊
子
等
の

ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
収
集
し
て
、
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
市
民
活
動
を

集
積
・
記
録
し
、
共
有
す
る
と
い
う
公

民
館
図
書
室
の
役
割
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
で
発
行
・
出
版
し
た

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
図
書
室

に
寄
贈
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
市
民
グ
ル
ー
プ
の

　
発
行
物
・
ミ
ニ
コ
ミ
収
集

■
く
に
た
ち

        

　
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　

年
間
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
日
本
文

学
か
ら
八
作
品
を
選
び
、
参
加
者
の

読
み
の
発
表
と
講
師
の
講
義
で
す
す

め
る
読
書
会
で
す
。

　

二
〇
二
二
年
度
は
「
感
傷
か
ら
遠
く

離
れ
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま

す
。
今
号
三
ペ
ー
ジ
目
に
年
間
の
予
定

を
載
せ
て
い
ま
す
。

■
図
書
室
月
報
の
発
行

　

ご
覧
に
な
っ
て
い
る
こ
の
「
図
書
室

月
報
」
は
、
公
民
館
図
書
室
の
利
用
者

や
講
座
参
加
者
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
一
ぺ
ー
ジ

目
は
「
図
書
室
の
つ
ど
い
」
等
の
講
座

参
加
者
の
感
想
や
、
読
ん
だ
本
の
感
想

を
載
せ
て
い
ま
す
。
最
終
ペ
ー
ジ
の「
私

の
本
棚
か
ら
」
は
、
お
一
人
に
六
回
連

続
で
、
興
味
を
持
っ
た
本
な
ど
に
つ
い

て
、
感
想
や
紹
介
を
書
い
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

紙
面
を
通
し
て
の
交
流
や
学
び
合
い
の

場
と
な
る
よ
う
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。

　公民館図書室には約二万五千冊余りの蔵書があり、「市民の本棚」として利用して

いただけるよう運営しています。公民館図書室は一人でも気軽に利用できる場所で

す。新聞の閲覧や、本・雑誌を借りることが出来ます。公民館では市民の皆さんが

参加できる講座や催し物を行っており、そのテーマ・内容に関連した本を優先して

そろえています。このように、公民館主催の講座や市民の学びと密接に結びついて

運営していることが、公民館図書室独自の特徴です。

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

—

市
民
の
本
棚
と
し
て
公
民
館
活
動
の
資
料
室
と
し
て—

　本や雑誌を借りるためには、
　　『くにたち図書利用カード』が必要になります。

ーくにたち電子図書館ー
国立市に在住・在勤・在学の方で、図書カード

をお持ちの方は、パソコン・スマートフォン・

タブレットなどから利用できます。

詳しくは
お問合せください。

◇国立市に在住・在勤・在学の方、国分寺、府中、立川、
　日野の市民の方は本を借りることができます。
◇くにたち図書館のカードをお持ちの方は、そのまま
　お使いください。
◇カードをお持ちでない方は、新たに登録をする必要が
　あります。住所が確認できる健康保険証、運転免許証
　などをお持ちください。
◇カードは５年ごとに更新が必要です。



今
年
度
を
振
り
返
っ
て

岩
井 

と
し
え
（
文
学
講
座
連
絡
会
編
集
委
員
会
）

 

　

今
回
、
私
は
、
一
回
ご
と
に
「
人
生
、
野
を
越
え
山
越
え
て
」
と
読
ん
で
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
は
じ
め
て
こ
の
講
座
に
出
席
し
た
の
は
１
９
８
９
年
９
月
の
『
ロ
ン
リ
ー
ウ
ー
マ
ン
』。
き
つ
い

悪
阻
か
ら
や
っ
と
抜
け
出
し
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
安
定
期
。
今
、
出
か
け
て
お
か
な
く
て
は
！
と
都

心
の
映
画
館
に
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
井
さ
ん
の
リ
ス
ト
の
お
か
げ
で
、
こ
の
講
座
に
も
、
出

席
し
て
い
た
の
が
確
認
で
き
て
、
感
謝
で
す
。
た
だ
覚
え
て
い
る
の
は
、
山
崎
先
生
の
「
母
性
の
否
定
」。

強
烈
で
し
た
。（
こ
の
小
説
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
２
回
目
。
１
９
７
８
年
11
月 

）
そ
の
後
、
２
０
０

９
年
か
ら
時
々
出
て
、
数
年
前
か
ら
、
毎
回
出
席
を
目
標
に
通
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
小
説
が
、
今

ま
で
に
比
べ
て
、
良
質
の
、
中
身
の
濃
い
深
い
も
の
が
選
ば
れ
て
い
た
か
ら
か
？
そ
う
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
振
り
返
っ
て
、
１
冊
ご
と
に
事
前
に
読
み
、
当
日
、
参
加
者
の
発
言
を
聞
く
こ
と
で
、

ひ
と
り
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
読
み
を
味
わ
い
、
講
師
の
解
説
で
更
に
広
が
り
、
後
日
、
参
加
者
の
感

想
で
、
新
た
な
思
い
で
膨
ら
む
と
い
う
、
１
冊
で
４
回
楽
し
む
と
い
う
、
基
本
を
き
ち
ん
と
や
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
読
ん
で
、
納
得
い
か
ず
、
珍
し
く
評
論
ま
で
読
ん
で
出
席
し
た
『
山
の
音
』。

女
性
の
参
加
者
何
人
か
、
違
和
感
覚
え
た
よ
う
で
し
た
。
講
師
の
解
説
で
、
苦
手
意
識
が
だ
い
ぶ
落
ち

着
き
ま
し
た
。
主
人
公
の
身
内
に
対
し
て
、
美
人
で
な
い
か
ら
深
い
愛
情
を
持
て
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
過
剰
反
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
図
書
室
月
報
に
載
っ
た
参
加
者
の
文
章
の
中
で
「
と
ん
で
も
な
い
妄

想
を
す
る
異
常
さ
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。」
と
い
う
の
を
読
ん
で
、
な
ん
と
冷
静
な
大
人
の
読
み
方

だ
ろ
う
、
あ
の
主
人
公
を
、
見
守
る
よ
う
に
読
み
取
っ
て
い
る
よ
う
だ
、
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験

は
、「
人
生
、
野
を
越
え
山
越
え
て
」
そ
の
も
の
で
す
。
こ
ん
な
の
を
、
他
の
７
冊
分
や
っ
た
感
が
あ

り
ま
す
。
通
り
い
っ
ぺ
ん
の
読
み
方
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
、
折
角
の
機
会
、
大
切
に
し
た
い
気
持
ち

で
臨
ん
だ
の
は
、
残
さ
れ
た
時
間
が
あ
と
僅
か
で
、
ま
た
気
づ
け
ば
こ
こ
で
出
会
っ
た
方
々
が
、
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
く
な
っ
た
と
実
感
し
た
か
ら
で
す
。
前
か
ら
い
る
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
！
で
す
。「
１
冊

ご
と
の
出
会
い
大
切
に
」
の
思
い
、
沁
み
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
が
最
後
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
紅
野
先
生
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
我
が
儘
な
参
加
者
と
、

メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る
の
に
、
ユ
ー
モ
ア
を
持
っ
て
、
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
金
井
先
生
の
「
推
し
」

の
お
か
げ
で
、
津
村
記
久
子
を
読
む
機
会
を
得
ま
し
た
（
２
０
１
２
年
１
月
『
ポ
ト
ス
ラ
イ
ム
の
舟
』

２
０
１
８
年
１
月
『
君
は
永
遠
に
そ
い
つ
ら
よ
り
若
い
』）。
参
加
者
の
誰
も
思
い
つ
か
な
か
っ
た
作
家

で
す
が
、
就
職
氷
河
期
以
降
の
学
生
の
身
近
に
い
ら
し
た
先
生
が
、
上
の
世
代
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
２
冊
と
も
、
金
井
先
生
の
「
推
し
」
で
す
。
音
読
さ
れ
た
金
井
先
生
の
柔
ら
か
な
関
西

弁
。Ｔ
Ｖ
等
で
聞
く
、
キ
ツ
い
大
阪
弁
に
慣
れ
た
耳
に
、
関
西
弁
一
色
で
は
な
く
、
多
様
だ
と
い
う
こ
と
を

識
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
私
の
さ
さ
や
か
な
知
識
の
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
二
人
に
感
謝
し
ま
す
。

　

今
ま
で
、
書
く
の
が
苦
手
で
、
逃
げ
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
書
か
れ
た
感
想
を
読
む
こ
と
で
「
読

み
」
が
広
が
る
こ
と
を
、
そ
の
都
度
実
感
し
て
き
た
の
で
、
も
っ
と
、
も
っ
と
多
く
の
参
加
者
に
書
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
書
け
な
い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
方
、
模
範
的
感
想
あ
る
い
は
、
優
等
生
み
た
い

に
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
？
失
礼
な
が
ら
、
そ
ん
な
の
読
み
た
く
な
～
い
、
そ
の
方
し
か
読
め

な
い
よ
う
な
個
人
的
読
み
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
気
楽
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
共
感
し
な
く

て
い
い
、
共
感
す
る
こ
と
が
読
む
こ
と
か
？
と
、
あ
る
評
論
家
の
本
で
読
み
ま
し
た
。
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
、

込
み
入
っ
て
い
て
、
読
み
に
く
か
っ
た
、
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
作
家
は
プ
ロ
で
す
、
そ
こ
を
な
ぜ

か
と
探
っ
て
い
く
こ
と
が
、
小
説
を
読
む
こ
と
で
す
、
と
別
の
文
学
講
座
の
講
師
が
語
っ
て
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
こ
の
講
座
の
榎
本
先
生
は
、（
世
に
出
た
）
小
説
は
完
成
品
で
す
。
終
わ
り
の
章
い
ら
な
か
っ

た
、
も
っ
と
こ
こ
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
ら…

…

で
も
完
成
品
は
い
じ
れ
ま
せ
ん
。
記
憶
に
残
る
プ
ロ

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。

　

こ
こ
の
参
加
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
２
０
１
５
年
の
あ
と
が
き
か
ら
、
最
近
「
ど
う
も
、
下
世
話
な
内

容
の
小
説
は
苦
手
」
と
お
っ
し
ゃ
る
武
内
さ
ん
の
文
章
、
未
読
の
方
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
文
学
作
品
と
い
う
の
は
、
幅
も
奥
行
き
も
実
に
広
く
多
彩
で
、
茫
漠
と
し
て
捉
え
が
た
い
面
も
あ

り
ま
す
が
、『
人
間
を
描
く
』
と
い
う
の
が
本
質
で
あ
る
以
上
、
そ
の
美
し
い
面
も
醜
い
面
も
、
高
貴

も
悲
惨
も
優
雅
も
汚
濁
も
、
総
て
が
そ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
人
間
自
体
が
ど
の
時
代
や
地
域
で

も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
存
在
で
す
か
ら
、
そ
の
本
質
に
せ
ま
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
何
で
も

取
り
上
げ
る
べ
き
対
象
に
な
る
、
と
言
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
文
学
は
高
尚
に
し
て
か
つ
い
か

が
わ
し
い
面
を
含
む
、
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

　

こ
れ
ら
を
ど
こ
か
に
入
れ
て
、
次
年
度
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

ブ

ッ
ク

ク

ラ

ブ

か

ら

（２）図書室月報 2022 年 (令和４年 )４月

　

二
〇
二
一
年
度
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
文
集
は
、

講
座
参
加
者
の
感
想
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
岩
井
と
し
え
さ
ん
が
書
い
て
く
だ
さ
っ
た

「
あ
と
が
き
」
の
文
章
を
紹
介
し
ま
す
。

文集をお読みに

なりたい方は

公民館図書室まで

お越しください。

文集できました！



（３） 図書室月報 2022 年 (令和４年 )４月

　この講座では、参加者それぞれの作品を読んだ感想や講師のお話を聞いて「読み」を深めます。
自分とは違う背景をもった人の意見や感想はとても新鮮で、

自分の考えや知識だけでは得られない新たな視点を獲得できるはずです。
今年度のブッククラブでは、‟「感傷」に抗うこと”、について考えてみたくなる作品が揃いました。

どなたでも気軽に参加してみて下さい。

<くにたちブッククラブ>

感傷から遠く離れて

井
上
荒
野
『
あ
ち
ら
に
い
る
鬼
』

 

（
朝
日
文
庫
）

金
原
ひ
と
み
『
持
た
ざ
る
者
』

 

（
集
英
社
文
庫
）

　
水
上
勉
『
雁
の
寺
』

 

（
新
潮
文
庫
）

　
宇
佐
見
り
ん
『
か
か
』

 

（
河
出
文
庫
）

　
　田

中
康
夫

『
33
年
後
の
な
ん
と
な
く
、
ク
リ
ス
タ
ル
』

 

（
河
出
文
庫
）

　
　奥

泉
光
『
東
京
自
叙
伝
』
 

（
集
英
社
文
庫
）

　
　福

永
武
彦
『
草
の
花
』

 

（
新
潮
文
庫
）

　
　松

田
青
子
『
女
が
死
ぬ
』

 

（
中
公
文
庫
）

　
　

山
岸　

郁
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

榎
本　

正
樹

（
文
芸
評
論
家
・
現
代
日
本
文
学
）

大
木　

志
門

（
東
海
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

内
藤　

千
珠
子

（
大
妻
女
子
大
学
・

　
　
　
　
　
　

近
現
代
日
本
語
文
学
）

深
津　

謙
一
郎

（
共
立
女
子
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

佐
藤　

泉

（
青
山
学
院
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

大
野　

亮
司

（
亜
細
亜
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

小
平　

麻
衣
子

（
慶
應
義
塾
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

と  

き 

夜
７
時
半
～
９
時
半

と
こ
ろ 

公
民
館  

地
下
ホ
ー
ル  

定
員  

30
名

申
込
先 

４
月
14
日
（
木
） 

朝
９
時
～ 

 

公
民
館  

☎
（
５
７
２
）
５
１
４
１

※

11
月
・
1２
月
は

市
民
文
化
祭
の
日
に
ち
が

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

月　

日

作　
　

品

講　
　

師

１
/
１２

※
１２
月

※
１１
月

１０
/
１３

９
/
８

７
/
１４

６
/
９

５
/
１２

（木） （木） （木） （木） （木） （木） （木） （木）

お
だ
い
ら

〈
総
記
〉

私
が
本
か
ら
も
ら
っ
た
も
の 

駒
井
稔
・
編
著
（
書
肆
侃
侃
房
）
019

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

言
葉
を
失
っ
た
あ
と
で 

信
田
さ
よ
子
（
筑
摩
書
房
）
146

人
間
と
宗
教
あ
る
い
は
日
本
人
の
心
の
基
軸 

寺
島
実
郎
（
岩
波
書
店
）
161

〈
歴
史
〉

奄
美
・
喜
界
島
の
沖
縄
戦 

大
倉
忠
夫
（
高
文
研
）
219

紙
に
描
い
た
「
日
の
丸
」 

加
藤
圭
木
（
岩
波
書
店
）
221

〈
社
会
科
学
〉

エ
ジ
プ
ト
の
空
の
下 

飯
山
陽
（
晶
文
社
）
302

核
兵
器
禁
止
か
ら
廃
絶
へ 

川
崎
哲
（
岩
波
書
店
）
319

な
ぜ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
衝
突
し
続
け
る
の
か 

内
藤
正
典
（
明
石
書
店
）
319

夫
婦
別
姓 

栗
田
路
子
（
筑
摩
書
房
）
324

〈
産
業
〉

虚
構
の
森 

田
中
淳
夫
（
新
泉
社
）
650

〈
芸
術
〉

旅
す
る
小
舟 

ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ン
（
求
龍
堂
）
726

志
村
ふ
く
み
染
め
と
織
り 

志
村
ふ
く
み
（
求
龍
堂
）
753

〈
文
学
〉

デ
カ
メ
ロ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
・
編
（
河
出
書
房
新
社
）
908

パ
パ
ラ
ラ
レ
レ
ル
ル 

最
果
タ
ヒ
（
河
出
書
房
新
社
）
91
さ

ア
ス
ベ
ス
ト
ス 

佐
伯
一
麦
（
文
藝
春
秋
）
91
さ

風
の
里
か
ら 

櫻
井
和
代
（
本
の
泉
社
）
91
さ

現
代
生
活
独
習
ノ
ー
ト 

津
村
記
久
子
（
講
談
社
）
91
つ

枯
れ
て
こ
そ
美
し
く 

戸
田
奈
津
子
（
集
英
社
）
91
と

だ
ん
ま
り
、
つ
ぶ
や
き
、
語
ら
い 

鷲
田
清
一
（
講
談
社
）
91
わ

水
上
勉 

藤
井
淑
禎
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
910
み

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
人
生
、
芸
術
、
言
葉 

 

ボ
エ
ル
・
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ン
・
著
（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）
94
ヤ

あらが
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新
着
図
書
か
ら
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昨
年
コ
ロ
ナ
で
引
き
こ
も
り
生
活
の
中
、
テ
レ
ビ
や

雑
誌
で
は
盛
ん
にS

D
G
’
s

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
特
集

を
組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の
提
案
な
ど
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。S

D
G
’
s

と
は
、
２
０
１
５
年
に
国
連
で

採
択
さ
れ
た
「S

u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
G
o
a
l
s

(

持
続
可
能
な
開
発
目
標)

」
の
略
。
目
標
は
17
個
あ

り
、
皆
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
重
々

承
知
。
で
す
が
、
な
ん
だ
か
私
に
は
難
し
い
気
が
す
る

し
、
第
一
面
倒
臭
い
。
そ
れ
に
、
最
近
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
よ
う
に
環
境
に
よ
い
こ
と
を
「
身
に
ま
と
う
」
人

た
ち
に
少
し
嫌
気
が
さ
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
本

と
は
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
で
す
。

　

ま
ず
目
に
入
る
表
紙
の
写
真
は
、
お
し
ゃ
れ
な
ワ
ン

プ
レ
ー
ト
ご
は
ん
？
寄
せ
植
え
？
い
え
い
え
、
こ
れ
は

服
部
家
の
ゴ
ミ
の
写
真
で
す
。
ゴ
ミ
の
写
真
な
の
に
、

な
ぜ
だ
か
美
し
い
！
本
の
中
に
は
他
に
も
生
活
そ
の
ま

ま
の
写
真
が
、
ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
高
知
で
の
力
強
い
服
部
家
の
写
真
た
ち
を
見
て
い

る
だ
け
で
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

著
者
で
あ
る
服
部
さ
ん
ご
夫
婦
は
も
と
も
と
都
内
で

仕
事
を
さ
れ
て
お
り
、
「
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
片
手
に
外
食

三
昧
、
舞
台
三
昧
。
気
に
入
っ
た
洋
服
ブ
ラ
ン
ド
で
シ

ー
ズ
ン
ご
と
に
服
を
買
い
足
」
す
そ
ん
な
生
活
を
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
神
奈
川
県
葉
山
町
に
転
居
、
ご
主
人
の
雄
一
郎
さ

ん
が
町
役
場
へ
転
職
し
て
ご
み
の
部
署
に
配
属
さ
れ
た

こ
と
が
、
人
生
を
変
え
る
転
機
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

雄
一
郎
さ
ん
は
そ
の
後
２
０
１
６
年
に
『
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト
ホ
ー
ム
』
、
続
い
て
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
フ

リ
ー
生
活
』
な
ど
の
本
を
訳
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
が
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
を
取
り
上
げ
る
前
か
ら
自
身
の
生
活
に
取

り
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

文
章
は
、
堅
苦
し
く
な
く
自
然
体
そ
の
も
の
。
隣
で

語
り
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
押
し
付
け
る

よ
う
な
こ
と
が
な
く
ス
ッ
と
心
に
入
っ
て
き
ま
す
。
飾

ら
な
い
人
柄
が
本
当
に
魅
力
的
で
す
。

　

環
境
に
よ
い
こ
と
を
し
た
い
け
れ
ど
、
何
か
ら
し
た

ら
よ
い
？
と
思
っ
て
い
る
人
へ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の

終
わ
り
に
「
変
化
の
た
め
の
小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が

あ
る
の
で
一
歩
が
踏
み
出
せ
ま
す
。
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

は
、
も
ち
ろ
ん
私
の
よ
う
に
「
環
境
に
良
い
こ
と
」
の

押
し
付
け
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
方
に
も
！
笑

　

し
か
し
、
た
だ
「
環
境
に
よ
い
」
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
生
活
は
そ
れ
自
体
が
心
地
よ
く
、

そ
し
て
何
よ
り
美
し
い
。
そ
ん
な
原
点
に
立
ち
返
ら
せ

て
く
れ
る
一
冊
で
す
。 

（
ア
ノ
ニ
マ
・
ス
タ
ジ
オ
）

 

服
部
雄
一
郎
・
服
部
麻
子 

著

  

『
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
暮
ら
し
た
い

　
　

—

地
球
と
つ
な
が
る
自
由
な
生
き
方
』

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
１
回
〉

上
原 

真
弓

図
書
室
の
つ
ど
い

　

み
な
さ
ん
は
、
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
な
ど
海
の
哺
乳
類
が
浅
瀬
で
座
礁
し
た
り
、

海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
現
象
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
れ
を
「
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
（s

t
r
a
n
d
i
n
g

＝
漂
着
、
座
礁
）
」
と
呼
び
ま
す
。

　

著
者
の
田
島
さ
ん
は
、
こ
の
打
ち
上
げ
ら
れ
た
海
の
哺
乳
類
の
死
体
を
解
剖
し
、

死
因
や
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
経
緯
を
究
明
し
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
の
ク
ジ

ラ
は
打
ち
上
が
り
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
の
答
え
を
見
つ
け
る
た
め
に
、

一
つ
一
つ
の
死
体
か
ら
聞
こ
え
る
声
に
耳
を
澄
ま
せ
ま
す
。

　

陸
の
哺
乳
類
と
比
べ
て
調
査
自
体
が
難
し
く
、
実
は
未
だ
に
謎
の
多
い
海
の
哺

乳
類
。
今
回
は
、
そ
ん
な
海
の
哺
乳
類
の
生
態
や
魅
力
、
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

謎
、
そ
し
て
私
た
ち
の
生
活
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
田
島
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　

〈
田
島
さ
ん
の
本
〉

表
題
作
（
山
と
渓
谷
社
）
、
山
田
格
と
の
共
著
で

『
海
棲
哺
乳
類
大
全
：
彼
ら
の
体
と
生
き
方
に
迫
る
』
（
緑
書
房
）

と　

き 

５
月
29
日
（
日
）　

昼
２
時
～
4
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

会
場
受
講
40
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

４
月
28
日
（
木
） 

朝
９
時
～

           

公
民
館　

☎(

５
７
２)

５
１
４
１

講
師  

田
島 

木
綿
子 

（
国
立
科
学
博
物
館 

研
究
主
幹
）

係から
　
今
月
か
ら
上
原
さ
ん
の
「
私
の
本
棚
か
ら
」

が
始
ま
り
ま
す
。次
回
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
４
月
は
、
通
年
の
講
座
参
加
者
の
募
集
が
始

ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
「
公
民
館
だ
よ
り
」
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
書
室
で
は
講
座
参
考

図
書
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

『
海
獣
学
者
、
ク
ジ
ラ
を
解
剖
す
る
。
』

ゆ　

う　

こ
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